
く
て
も
一緒
に
過
ご
す
こ
と
で
、

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
実
現
し

て
い
ま
し
た
。

②
松
本
市
で
は
、平
成
9
年
か

ら
、信
州
大
学
と
の
共
同
事
業

と
し
て
、「
熟
年
体
育
大
学
」

を
実
施
、市
民
が
生
涯
健
康

で
過
ご
せ
る
よ
う
に
日
頃
の
生

活
習
慣
を
見
直
し
、運
動
の
大

切
さ
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。日
頃
、運
動
の
機

会
が
少
な
か
っ
た
方
に
、運
動

の
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
を
提
供
す

る
こ
と
で
、受
講
者
の
血
圧
等

の
数
値
が
改
善
、卒
業
生
の
自

発
的
活
動
も
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。視
察
を
通
し
て「
市
民
の

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
取
り
組

み
」の
先
進
事
例
を
確
認
、具

体
的
な
事
業
の
あ
り
方
を
学

び
ま
し
た
。

視
察
目
的　

①
聖
籠
中
学
校

の
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い

て②
長
岡
市
の
防
災
行
政
に
つい

て視
察
先　

①
新
潟
県
聖
籠
町

②
新
潟
県
長
岡
市

視
察
日　

平
成
23
年
10
月
24

日（
月
）〜
25
日（
火
）

と
市
街
地
の
賑
い
の
復
活
を

目
的
と
し
、平
成
15
年
か
ら
始

ま
っ
た
事
業
で
す
。

②
中
心
市
街
地
の
高
齢
化
や

商
業
の
衰
退
に
対
処
す
る
た

め
、都
市
機
能
の
中
心
市
街
地

へ
の
集
約
を
基
本
に
、平
成
13

年
に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
構
想
を
確
立
し
ま
し

た
。具
体
的
に
は
、都
市
計
画

の
見
直
し
、病
院・教
育・研
究

施
設
の
中
心
市
街
地
内
で
の

整
備・移
転
、鶴
岡
城
跡
を
中

心
と
す
る
建
物
の
高
さ
制
限

の
導
入
な
ど
で
す
。

　

今
回
の
両
視
察
地
の
事
業

は
、一定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
が
、時
代
の
変
化
の
中
、中

心
市
街
地
や
商
店
街
の
活
性

化
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ

た
視
察
で
し
た
。

視
察
目
的　

①
富
山
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
つい
て

②
松
本
市
熟
年
体
育
大
学
に

つい
て

視
察
先　

①
富
山
県
富
山
市

②
長
野
県
松
本
市

視
察
日　

平
成
23
年
10
月
18

日（
火
）〜
19
日（
水
）

①
富
山
市
で
は
通
所
介
護
事

業
所
等
で
、在
宅
障
害
者

（
児
）が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
っ
て
い
ま
す
。

小
規
模
の
事
業
所
が
身
近
に

あ
る
こ
と
の
利
便
性
に
加
え
、

「
お
年
寄
り
」「
障
が
い
者
」

「
子
ど
も
」と
仕
切
る
の
で
は

な
く
、障
が
い
が
あ
っ
て
も
な

　

福
生
市
議
会
で
は
、
全
国

の
市
町
村
の
特
色
あ
る
施
策

を
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

参
考
に
す
る
た
め
委
員
会
等

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
3
常
任
委
員
会

が
先
進
地
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

※
行
政
視
察
報
告
書
の
本
文

を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

視
察
目
的　

①
歩
く
旅
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
及
び
た
ま
り

駅
事
業
に
つい
て

②
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
計
画

と
実
践
に
つい
て

視
察
先
①
新
潟
県
新
発
田
市

②
山
形
県
鶴
岡
市

視
察
日　

平
成
23
年
10
月
4

日(

火)

〜
5
日(

水)

①
市
街
地
に
点
在
す
る
歴
史

資
源
や
観
光
資
源
を
体
系
的

に
統
合
し
、商
店
街
と
観
光

施
設
を
結
ぶ
お
休
み
処「
た
ま

り
駅
」を
設
け
、歩
く
旅
の

ル
ー
ト
を
設
定
す
る
こ
と
で
回

遊
性
を
高
め
、観
光
客
の
増
加

編
集

後
記

　

平
成
23
年
最
後
の
定
例
会

が
12
月
16
日
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
19

名
の
議
員
（
議
長
を
除
く
全

員
）
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
議
員
は
6
万
市
民
か

ら
の
負
託
を
受
け
議
会
で
発

言
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
中
で
も
一
般
質
問
は
ど
の

よ
う
な
行
政
課
題
に
対
し
て

も
市
長
や
教
育
長
に
質
問
し
、

要
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
目
線
に
立
っ
た
質
問
を

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の

た
め
の
準
備
も
大
変
で
す
。

閉
会
中
で
あ
っ
て
も
調
査
・

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

◆
第
３
次
議
会
改
革
も
検
討

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
全

議
員
で
構
成
す
る
検
討
協
議

会
を
閉
会
中
も
開
催
し
、
で

き
る
こ
と
は
す
ぐ
に
で
も
実

行
に
移
し
ま
す
◆
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
か

ら
行
政
視
察
報
告
書
を
載
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨

年
10
月
に
各
常
任
委
員
会
で

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
が

そ
の
報
告
書
か
ら
対
象
に
な

り
、
議
長
交
際
費
と
と
も
に

公
表
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
こ
の
冬
、
皆
既
月
食
、
ふ

た
ご
座
流
星
群
な
ど
天
体

シ
ョ
ー
も
体
験
し
ま
し
た
。

自
然
の
力
に
は
及
び
ま
せ
ん

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
分
か

り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会
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12
月
9
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

◎
こ
の
間
の
福
生
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
、前
回
の
委
員
会

以
降
、市
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
に
つ
い
て
理
事
者
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
自
主
防
災
組
織
マ
ニュ
ア
ル

案
を
再
検
討
し
ま
し
た
。

②
シ
ナ
リ
オ
の
な
い
防
災
訓
練

に
つ
い
て
消
防
署
と
協
議
し
ま

し
た
。

③
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
向
け
て
庁
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。

④
公
民
館
の
集
い
で
、防
災
対

策
に
つい
て
市
民
と
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

◎
自
主
防
災
組
織
の
充
実
・

強
化
に
つ
い
て

　

前
回
の
委
員
会
に
引
き
続

き
、福
生
市
に
お
い
て
最
も
想

定
さ
れ
る
大
地
震
に
よ
る
災

害
に
し
ぼ
り
、重
要
な
役
割
が

期
待
さ
れ
る
自
主
防
災
組
織

に
つ
い
て
、具
体
的
に
状
況
を

想
定
し
、災
害
発
生
1
日
目

を
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
し
な
が
ら

検
討
し
ま
し
た
。

①
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携

②
自
助・公
助
の
情
報
を
ど
う

作
り
伝
達
す
る
か

③
自
助

避
難・救
助・消
火・家
族
の
安

否
確
認・非
常
持
ち
出
し

④
共
助

ご
近
所
救
助
・
要
援
護
者
介

助・ご
近
所
の
安
否
確
認

⑤
各
自
主
防
災
組
織

安
否
確
認
・
連
絡
・
調
達
・
救

護・避
難
所
の
台
所・一
時
避
難

場
所
へ
避
難
ま
た
は
代
表
派

遣（
情
報
、食
料
）

⑥
災
害
用
備
蓄
倉
庫
や
自
主

防
災
倉
庫
の
管
理

⑦
避
難
所
の
運
営

　

次
回
は
、自
主
防
災
組
織

に
つ
い
て
、さ
ら
に
災
害
発
生

２
日
目
、３
日
目
を
シ
ミ
ュレ
ー

シ
ョン
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　

12
月
9
日
に
開
催
さ
れ
、次

の
案
件
を
討
議
し
ま
し
た
。

◎
東
京
都
が
実
施
し
た
航
空

機
騒
音
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

こ
の
調
査
結
果
は
平
成
22

年
度
の
調
査
結
果
で
あ
り
、直

近
の
数
値
は
出
な
い
の
か
等
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。福
生

市
の
測
定
数
値
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
て
い
る
が
、そ
の

資
料
も
提
示
し
て
欲
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
、次
回
の
委
員

会
で
説
明
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

常
任
委
員
会 

行
政
視
察
報
告

①
聖
籠
中
学
校
は
、学
校
統

合
を
き
っ
か
け
に
、教
科
ご
と

に
教
室
を
移
る「
教
科
セ
ン

タ
ー
方
式
」の
採
用
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
を
ス
ク
ー

ル
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

う
形
で
実
現
を
図
っ
た
。教
科

セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
教
員
は
必

要
な
資
機
材
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
が
な
く
、ま
た
隣
接
す
る

ス
ペ
ー
ス
に
は
関
連
図
書
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
パ

ソ
コ
ン
も
用
意
さ
れ
て
お
り
効

果
的
な
学
習
を
図
る
こ
と
が

可
能
と
な
って
い
る
。

②
長
岡
市
の
防
災
対
策
は
、新

潟
中
越
地
震
を
は
じ
め
、水
害
、

雪
害
等
の
被
害
を
受
け
ら
れ

て
い
る
長
岡
市
で
は
、各
種
災

害
対
応
の
マ
ニュ
ア
ル
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、市
民
向
け
に

は
災
害
ご
と
に
分
冊
化
す
る

な
ど
、非
常
に
参
考
と
な
る
対

応
が
さ
れ
て
い
る
。併
せ
て
、中

越
市
民
防
災
安
全
大
学
を
開

校
し
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
多
く
つ
く
る
こ
と
な
ど
、災

害
発
生
直
後

の
時
間
帯
で

の
対
応
が
大

変
重
要
で
あ

る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

◎
５
市
１
町
に
よ
る
総
合
要

請
に
つ
い
て

　
「
横
田
基
地
周
辺
市
町
基

地
対
策
連
絡
会
」の
5
市
1

町
に
よ
る
総
合
要
請
の
内
容

に
つい
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◎
航
空
総
隊
司
令
部
等
の
移

駐
状
況
に
つ
い
て

　

移
駐
関
連
工
事
に
つい
て
は
、

隊
舎
・
将
官
宿
舎
が
今
年
度

中
の
完
成
、通
信
線
路
整
備
工

事
は
24
年
6
月
完
成
予
定
と

の
こ
と
で
す
。隊
員
の
移
転
は

順
次
実
施
さ
れ
て
お
り
、今
年

度
中
に
完
了
す
る
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

◎
横
田
基
地
に
関
す
る
事
件
、

事
故
等
に
つ
い
て

　

10
月
27
日
に
調
布
飛
行
場

に
予
防
着
陸
し
た
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
、飛
行
中
に
警
告
ラ
ン

プ
が
点
灯
し
た
た
め
、安
全
を

第
一に
考
え
て
の
着
陸
だ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　

基
地
内
に
保
管
さ
れ
て
い

る
放
射
性
廃
棄
物
質
に
つい
て
、

横
田
基
地
消
防
隊
所
属
の
消

防
車
が
福
島
県
Ｊ
ビ
レ
ッ
ジ
に

保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
全
国

の
米
軍
基
地
で
の
保
管
状
況

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

◎
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
の
交
付
額
が

確
定
し
、金
額
は
3
億
6
0

7
4
万
4
千
円
で
、前
年
度

と
の
比
較
で
は
7
3
8
1
万

2
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

▲鶴岡市を視察

▲松本市を視察

▲長岡市を視察

▲自衛隊横田基地のメインゲート（第5ゲート）


